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安定した組織運営を基盤に
NOSAIの役割を果たす 

P10-13　わがまちこの人
P8-9　　 水稲共済・農機具共済
P7　　　 収入保険 

P14-15　お知らせ・職員配置

P2-6 第21回通常総代会
● 主な内容 ●



組合長理事 田中　肇
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議案について質問する
総代

県知事の祝辞を代読する
松本博樹県農林水産部長

答弁する荒井参事

選
出
さ
れ
議
長
を
務
め
る

出
蔵
裕
之
総
代

頻
発
す
る
自
然
災
害 

　
昨
年
は
、
夏
の
平
均
気
温
が
３
年

連
続
で
更
新
さ
れ
、
最
も
暑
い
夏
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
相
次
ぐ
台
風

や
竜
巻
、
冬
の
記
録
的
な
大
雪
な
ど
、

気
候
変
動
に
よ
る
自
然
災
害
の
頻
発

化
・
激
甚
化
が
一
層
懸
念
さ
れ
る
事

態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
本
県
で
は
、
幸
い
に
も
被
害
の
僅

少
な
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
７
月
上

旬
か
ら
の
少
雨
に
よ
る
干
害
や
、
８

月
上
旬
の
大
雨
に
よ
る
圃
場
の
浸

水
・
冠
水
及
び
土
砂
の
流
入
な
ど
が

発
生
し
ま
し
た
。
任
意
共
済
を
含
め

た
全
事
業
で
は
、
総
額
２
億
４
千
万

円
余
り
の
共
済
金
を
お
支
払
い
い
た

し
ま
し
た
。
早
期
支
払
い
に
対
し
、

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。  

　５月 30 日、NOSAI 石川本所大研修室において、第 21 回通常総代会を開催し、
総代 92 名（書面出席を含む）が出席しました。
　議長には、白山市の出蔵裕之総代が選出され、提出した 11 議案すべてが原案通
り可決承認されました。 

農
業
保
険
の
利
点
を
広
く
発
信  

　
昨
年
４
月
に
策
定
さ
れ
た
、
国
の

新
た
な
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

計
画
」
で
は
、
基
幹
的
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
で
あ
る
農
業
保
険
の
重
要
性

が
改
め
て
強
調
さ
れ
て
お
り
、
農
業

保
険
の
持
つ
利
点
の
発
信
と
、
市
場

価
格
や
品
質
の
低
下
へ
の
備
え
と
し

て
収
入
保
険
の
加
入
推
進
を
図
る
こ

と
を
重
点
化
し
て
い
ま
す
。 

　
農
業
保
険
は
、
被
災
や
収
入
減
少

に
見
舞
わ
れ
た
農
業
者
の
早
期
経
営

再
建
を
支
え
る
制
度
で
す
。
共
済
金

の
早
期
支
払
い
は
も
と
よ
り
、
収
入

保
険
に
お
け
る
つ
な
ぎ
資
金
に
よ
る

迅
速
な
資
金
対
応
、
適
時
適
切
な
情

報
提
供
な
ど
に
よ
り
、
強
力
に
被
災

農
家
を
後
押
し
い
た
し
ま
す
。  

無
保
険
者
ゼ
ロ
へ
挑
戦 

　
組
合
で
は
、
水
稲
農
家
の
皆
さ
ま

に
は
、
収
入
保
険
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
水
稲
共
済
と
合
わ
せ
て
無
保

険
者
を
出
さ
な
い
強
い
覚
悟
で
取
り

組
み
ま
す
。 

　
農
業
共
済
事
業
で
は
、
全
戸
訪
問

に
よ
る
既
加
入
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
と

継
続
加
入
の
促
進
に
努
め
ま
す
。
水

稲
共
済
で
は
、
全
相
殺
方
式
・
品
質

方
式
へ
の
移
行
を
促
し
、
園
芸
施
設

共
済
で
は
、
加
入
率
８
割
の
維
持
を

目
指
し
ま
す
。
任
意
共
済
で
は
、
新

規
加
入
獲
得
に
重
点
を
置
き
ま
す
。 

　
収
入
保
険
で
は
、
１
，
２
５
０
経

営
体
の
加
入
を
目
標
に
、
担
い
手
農

家
や
農
業
法
人
、
新
規
就
農
者
へ
の

推
進
を
効
率
化
し
ま
す
。 

　
本
年
度
の
計
画
を
総
共
済
金
額
４
，

６
３
４
億
円
余
り
と
し
、
各
種
農
業

施
策
と
連
携
し
、
法
令
遵
守
に
基
づ

く
適
正
な
運
営
で
信
頼
を
確
保
し
ま

す
。 

信
頼
に
応
え
る
適
正
な
運
営  

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
安
定
し
た

運
営
基
盤
を
確
立
し
、
地
域
農
業
の

経
営
安
定
機
能
を
果
た
す
こ
と
を
責

務
と
し
、
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
所

存
で
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
組
合

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。 

あ
い
さ
つ
の
要
旨

総代数 99人
本人出席 32 人
書面出席 60人
出席計 92 人

定
款
の
一
部
変
更 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

●
公
告
の
方
法
を
「
事
務
所
の
掲
示

　
板
に
掲
示
」
か
ら
「
組
合
の
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
」
と
し
ま
す
。 

●
組
合
の
機
構
等
見
直
し
の
検
討
に

　
あ
た
り
、
役
員
の
選
任
に
関
す
る

　
推
薦
委
員
の
区
域
を
一
部
変
更
し

　
ま
す
。 

　
輪
島
市
、
穴
水
町
の
区
域

→
推
薦
委
員　
１
名 

　
珠
洲
市
、
能
登
町
の
区
域

→
推
薦
委
員　
１
名

事
業
規
程
の一部
変
更 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

●
園
芸
施
設
共
済
の
通
知
義
務
の
延

　
長
と
し
て
、
災
害
救
助
法
が
適
用

　
さ
れ
た
市
町
の
区
域
内
で
は
、
撤

　
去
費
用
又
は
復
旧
費
用
に
係
る
通

　
知
を
組
合
の
承
認
を
受
け
て
最
大

　
５
年
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き

　
る
措
置
を
講
じ
ま
す
。 

●
家
畜
共
済
（
死
亡
廃
用
共
済
）
の

共
済
目
的
に
で
き
る
牛
の
胎
児
に

つ
い
て
、「
そ
の
母
牛
に
対
す
る

授
精
の
日
か
ら
起
算
し
て
２
４
０

日
以
上
ま
た
は
受
精
卵
移
植
の
日

か
ら
起
算
し
て
２
３
３
日
以
上
」

と
す
る
よ
う
改
め
ま
す
。（
令
和

８
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
） 

実
施
体
制
の
改
善
計
画
の
変
更 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

●
役
員
体
制
の
見
直
し
に
伴
い
、
実

　
施
体
制
の
改
善
計
画
を
変
更
し
ま

　
す
。 

　
女
性
役
員
の
登
用
に
つ
い
て 

　
令
和
８
年
度
→
諸
規
則
を
整
備

　
令
和
９
年
度
→
実
施

主
な
変
更
点
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事
務
効
率
の
向
上
と
合
理
化
に
努
め 

よ
り
安
定
し
た
事
業
運
営
を
目
指
し
ま
す 

事
務
執
行
体
制
の
方
針 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

　
参
事
統
括
の
下
、
管
理
職
の
責
任

体
制
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
適

材
適
所
へ
の
職
員
配
置
に
よ
り
、
事

業
の
円
滑
な
運
営
と
事
務
能
率
の
向

上
・
合
理
化
に
努
め
ま
す
。
人
員
構

成
及
び
職
員
の
採
用
等
に
関
し
て
は
、

将
来
的
な
業
務
収
支
や
事
業
量
を
踏

ま
え
て
所
要
人
員
を
確
保
し
て
い
く

と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
制
に
よ
る
推

進
体
制
の
強
化
を
図
り
、
効
率
的
な

事
務
執
行
に
努
め
ま
す
。 

農
業
共
済
団
体
に
対
す
る 

監
督
指
針
に
沿
っ
た
取
り
組
み 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

　
継
続
的
に
安
定
し
た
事
業
運
営
・

組
織
運
営
が
行
え
る
よ
う
、
業
務
の

合
理
化
、
効
率
化
の
観
点
か
ら
業
務

収
支
の
将
来
見
通
し
等
、
中
長
期
計

画
を
策
定
し
、
必
要
に
応
じ
て
随
時

見
直
し
ま
す
。  

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の 

強
化
・
実
践 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

　
公
共
性
の
高
い
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体

へ
の
信
頼
を
維
持
・
確
保
す
る
た
め
、

整
備
し
た
体
制
の
下
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
強
化
の
た
め
の
研
修
の
反
復

実
施
、
内
部
検
査
の
実
施
等
各
種
方

策
を
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
実
践
し
ま
す
。  

広
報
活
動
の
実
施
方
策  

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・  

　
広
報
体
制
を
整
備
し
、
的
確
・
迅

速
な
情
報
提
供
な
ど
多
面
的
な
広
報

活
動
の
展
開
を
図
り
ま
す
。
農
業
共

済
新
聞
に
つ
い
て
は
、
拠
点
方
式
並

び
に
試
し
読
み
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
利

用
し
て
普
及
拡
大
に
努
め
ま
す
。
広

報
紙
は
年
３
回
発
行
し
、
効
果
的
な

情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
の
広
報
手
段
を
有
効
に

活
用
し
ま
す
。 

執
行
体
制
の
主
な
取
り
組
み
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白山市鶴来朝日町  
●馬

う ま

谷
た に

　真
ま さ

弘
ひ ろ

さん（40歳）
◆経営内容◆
　野菜 1.7ha 
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雇
用
就
農
か
ら
独
立
し
て
４
年
に
な

り
ま
す
。
今
は
白
山
市
曽
谷
町
で
、
馬

谷
フ
ァ
ー
ム
と
し
て
ニ
ン
ジ
ン
や
ミ
ニ

ト
マ
ト
な
ど
の
野
菜
を
作
っ
て
い
ま

す
。 

　
土
壌
分
析
を
し
て
、
自
分
で
施
肥
設

計
し
、
牡
蠣
殻
肥
料
や
ア
ミ
ノ
酸
肥
料

を
施
し
て
い
ま
す
。
透
明
マ
ル
チ
で
地

温
を
60
度
以
上
に
上
げ
て
発
酵
さ
せ
る

太
陽
熱
養
生
処
理
を
す
る
と
、
粘
土
質

の
硬
い
土
で
も
１
か
月
で
ふ
か
ふ
か
に

な
り
ま
す
。   

栄
養
価
と
お
い
し
さ
で
受
賞   

　

取
り
組
み
の
成
果
と
し
て
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク・エ
コ
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６「
体

に
美
味
し
い
農
産
物
コ
ン
テ
ス
ト
」
で

全
体
グ
ラ
ン
プ
リ
と
ニ
ン
ジ
ン
部
門
最

優
秀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
栽
培
作
物
に
つ
い
て
は
、
作
業
時
期

の
競
合
と
収
益
性
の
差
を
冷
静
に
見
極

め
て
い
ま
す
。
販
売
は
、
直
売
所
だ
け

で
な
く
ス
ー
パ
ー
や
学
校
給
食
な
ど
多

様
化
を
進
め
て
い
ま
す
。 

青
色
申
告
し
た
ら
迷
わ
ず
加
入   

　
リ
ス
ク
管
理
と
し
て
収
入
保
険
に
加

入
し
て
い
ま
す
。「
天
候
不
順
に
よ
る

収
穫
皆
無
の
と
き
や
、
自
分
が
倒
れ
た

際
に
家
族
の
生
活
を
守
り
た
い
」
と
の

思
い
か
ら
で
す
。
就
農
し
て
す
ぐ
、
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
か
ら
制
度
の
説
明
を
聞

い
た
こ
と
で
、
青
色
申
告
を
始
め
た
ら

迷
わ
ず
加
入
し
ま
し
た
。 

　
今
後
は
ニ
ン
ジ
ン
栽
培
を
軸
に
収
入

１
千
万
円
を
目
標
に
技
術
向
上
と
経
営

安
定
を
目
指
し
た
い
で
す
。  

家
族
と
の
生
活
を
守
る
た
め
の
備
え

加入者の声

作
付
面
積
や
作
物
を
変
更
し
た
場
合 

　
お
手
元
の
保
険
証
書
に
添
付
さ
れ
て

い
る
営
農
計
画
書
の
内
容
に
変
更
が
あ

る
場
合
は
、
農
作
物
等
の
作
付
け
後
１

か
月
以
内
に
通
知
し
て
く
だ
さ
い
。  

事
故
が
発
生
し
た
場
合  

　
収
入
が
減
少
す
る
事
故
（
被
害
）
が

発
生
し
た
際
は
遅
滞
な
く
通
知
し
て
く

だ
さ
い
。
価
格
低
下
な
ど
、
減
収
や
品

質
低
下
以
外
の
事
故
も
通
知
し
て
く
だ

さ
い
。 

　
現
地
確
認
等
で
被
害
を
確
認
で
き
る

状
態
が
保
持
さ
れ
て
い
る
期
間
に
通
知

し
て
く
だ
さ
い
。
通
知
が
遅
れ
た
場
合

は
、
保
険
金
等
の
支
払
い
が
免
責
と
な

り
、
減
額
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

営
農
計
画
の
変
更
や
事
故
発
生

は
す
み
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い 

77

全
国
運
動
の
推
進  

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

　
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」
サ
ポ
ー
ト
運

動
に
つ
い
て
は
、『
安
心
を
す
べ
て

の
農
家
に
届
け
よ
う
』
の
目
標
達
成

に
向
け
て
、「
よ
り
身
近
に
、
よ
り

丁
寧
に
、
農
家
の
も
と
へ
」
を
役
職

員
の
行
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
具

体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
組
織
全
体

で
実
践
し
ま
す
。 

　
農
家
の
経
営
展
開
に
即
し
た
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
提
供
、
総
合
性
・

地
域
性
を
踏
ま
え
た
農
業
保
険
の
加

入
推
進
、
人
材
育
成
と
役
職
員
の
資

質
向
上
、
事
業
運
営
基
盤
の
強
化
、

広
報
・
広
聴
活
動
の
強
化
を
、
運
動

の
推
進
課
題
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

詳しくは
コチラ
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耕
地
等
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う 

　
７
月
上
旬
に
加
入
者
の
方
に
「
水
稲

共
済
加
入
承
諾
書
兼
共
済
掛
金
等
払
込

通
知
書
・
耕
地
情
報
」
を
郵
送
し
ま
す
。 

　
同
通
知
書
に
は
、
先
に
提
出
さ
れ
た

水
稲
共
済
加
入
申
込
書
及
び
現
地
確
認

等
の
結
果
に
基
づ
き
算
出
し
た
今
年
産

　
農
繁
期
を
迎
え
、
農
機
具
を
動
か
す

機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
当
組
合
の
事

故
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
格
納
中
の
事
故

に
比
べ
、
稼
働
中
の
事
故
が
圧
倒
的
に

多
い
の
が
現
状
で
す
。
大
切
な
農
機
具

と
、
何
よ
り
農
家
の
皆
さ
ま
の
身
を
守

る
た
め
、
改
め
て
安
全
作
業
の
ポ
イ
ン

ト
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
共
済
事
故
に
よ
る
減
収
や
損
害

が
見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
各
集
落

の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
ま
た
は
組
合

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。  

被
害
申
告
は
刈
り
取
る
前
に  

　
必
ず
刈
り
取
り
前
に
申
告
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
収
穫
後
に

被
害
申
告
を
し
た
場
合
は
、
適
正

に
損
害
評
価
が
で
き
な
い
た
め
、

共
済
金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。 

【
連
絡
す
る
事
項
】 

●
耕
地
の
地
名
地
番 

●
被
害
耕
地
の
見
込
み
収
量 

●
災
害
名 

●
災
害
の
発
生
日 

●
刈
り
取
り
予
定
日 

　
収
入
保
険
加
入
者
以
外
の
水
稲

農
家
は
、
水
稲
共
済
へ
の
加
入
で

備
え
ま
し
ょ
う
。

　
水
稲
の
生
育
状
況
に
合
わ
せ
て
８
月

中
旬
よ
り
被
害
調
査
を
行
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
共
済
事
故
は 

　
風
水
害
、
干
害
、
ひ
ょ
う
害
、
冷
害
、

凍
霜
害
、
雪
害
、
雨
害
湿
潤
害
、
土
壌

湿
潤
害
、
そ
の
他
気
象
上
の
原
因
（
地

震
及
び
噴
火
を
含
む
）
に
よ
る
災
害
、

火
災
、
病
害
、
虫
害
、
鳥
害
、
獣
害
。 

　
た
だ
し
、
薬
害
等
人
為
的
な
災
害
は

含
み
ま
せ
ん
。

 

水
稲
共
済
の
掛
金
納
入
は
７
月
31
日
ま
で

営
農
計
画
の
変
更
は
、
速
や
か
に
ご
連
絡
を

一
瞬
の
油
断
が
大
き
な
損
失
に

農
機
具
事
故
の
９
割
以
上
が
「
稼
働
中
の
事
故
」 

被
害
調
査
は
８
月
中
旬
か
ら 

の
水
稲
共
済
掛
金
及
び
賦
課
金
の
金
額

等
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
稲
作
付
け
に
変
更
・
訂
正
が
あ
っ

た
場
合
は
、
管
轄
の
グ
ル
ー
プ
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

被
害
申
告
の
基
準
は  

【
全
相
殺
方
式
・
品
質
方
式
】 

　
加
入
者
ご
と
の
基
準
収
穫
量
に
対
し

て
、
引
受
耕
地
全
体
の
１
割
を
超
え
る

減
収
が
あ
っ
た
場
合 

【
半
相
殺
方
式
】 

　
加
入
者
ご
と
の
基
準
収
穫
量
に
対
し

て
、被
害
耕
地
の
減
収
量
の
合
計
が
１
・

５
割
を
超
え
る
場
合

【掛金等振替日】 
●ＪＡ　　 ７月 １7 日 
●ＪＡ以外 ７月 ２２ 日  

納入期限は
７月３１日 

事
故
の
実
態  

　

事
故
全
体
の
中
で
も
、「
稼
働
中
の

事
故
」
が
突
出
し
て
多
く
、
そ
の
大
半

を
接
触
事
故
と
は
ま
り
事
故
（
ぬ
か
る

み
に
よ
る
損
害
）
が
占
め
て
い
ま
す
。 

　
焦
ら
ず
、
無
理
せ
ず
、
周
囲
を
よ
く

確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
安
全
運

転
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
時
間
的
な
損

失
と
経
済
的
な
損
失
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。  

　
事
故
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
現

場
の
状
況
を
変
え
な
い
ま
ま
、
組
合
ま

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
可
能
で
あ
れ
ば
、
事
故
直
後
の
状
態

を
写
真
に
収
め
る
な
ど
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

農
機
具
購
入
時
は 

共
済
加
入
の
お
手
続
き
を

　
高
機
能
化
が
進
む
近
年
の
農
機
具
は
、

修
理
費
用
も
高
額
に
な
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
新
し
く
農
機
具
を
購
入
さ
れ
た

際
は
、
忘
れ
ず
に
農
機
具
共
済
へ
加
入

し
ま
し
ょ
う
。 

　
い
ざ
と
い
う
時
の
備
え
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
安
心
し
て
作
業
に
打
ち
込
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

被
害
申
告
の
ポ
イ
ン
ト 

事
故
が
発
生
し
た
ら

　新規に請け負った圃場や作業を急い
だ際に発生しやすくなっています。 

　格納庫への出し入れする際の建物へ
の接触や、畦際での旋回時に側溝や田
の周りの障害物に接触するケースが目
立ちます。 

はまり事故

接触事故
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水
稲
15
㌶
、大
麦
４
㌶
、ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
２
㌶
を
栽
培
す
る
加
賀
市

河
原
町
の
北
出
達
也
さ
ん
は
、
専

業
農
家
と
な
っ
て
４
年
目
。
規
模

拡
大
を
進
め
な
が
ら
、
省
力
化
と

効
率
化
に
挑
ん
で
い
る
。 

　
達
也
さ
ん
は
、
色
彩
選
別
機
の

導
入
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
を
１
等

　
加
賀
市
直そ

そ
り下
町
の
寺
井
康
代
さ

ん
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
山
間
地
の

田
畑
を
守
り
た
い
と
、
百と

ど々

町

で
水
稲
２
㌶
を
栽
培
し
て
い
る
。

２
０
２
２
年
、
父
か
ら
の
承
継
を

前
提
に
農
業
を
始
め
た
と
こ
ろ
、

翌
年
に
父
が
倒
れ
、
以
降
は
１
人

で
作
業
を
担
っ
て
い
る
。
近
隣
農

家
や
所
属
す
る
か
が
有
機
農
法
研

究
会
か
ら
学
び
、
栽
培
技
術
を
磨

く
。 

　
購
入
者
か
ら
の
「
寺
井
さ
ん
の

お
米
が
い
い
」
と
い
う
声
が
励
み

だ
。
今
後
は
農
泊
も
視
野
に
入
れ
、

「
自
分
ら
し
い
農
業
で
先
祖
の
土

地
を
守
り
た
い
」
と
意
気
込
む
。 

作業の進み具合を確認する
達也さん㊧と浩基さん㊨

「米の品質に自信がある」と話す
達也さん

若
い
力
で
水
田
守
る   

兄
の
経
営
と
作
業
協
力 
故
郷
の
水
田  

応
援
励
み
に

米
作
り 

加
賀
市　
北き

た

出で　
達た

つ

也や

さ
ん
（
35
歳
）

加
賀
市  寺て

ら

井い　
康や

す

代よ

さ
ん
（
47
歳
）

米
と
し
て
出
荷
。「
大
日
山
系
の

清
水
が
良
質
な
米
を
育
て
て
く
れ

る
」
と
語
り
、
品
質
へ
の
自
信
を

深
め
て
い
る
。 

　
大
麦
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
給

排
水
条
件
や
獣
害
を
考
慮
し
２
毛

作
や
作
付
け
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
し
、
年
間
の
作
業
を
平
準

化
す
る
。 

　
人
手
不
足
が
課
題
で
、
衛
星
利

用
測
位
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
機

能
付
き
コ
ン
バ
イ
ン
を
導
入
し
効

率
化
を
進
め
る
。
農
繁
期
に
は
近

隣
の
小
規
模
農
家
を
雇
用
し
て
作

業
を
補
う
ほ
か
、
父
の
後
を
継
ぎ

別
経
営
で
水
稲
な
ど
を
栽
培
す
る

兄
の
浩ひ

ろ

基き

さ
ん
（
43
）
と
、
作
業

を
助
け
合
う
。 

農
業
は
楽
し
い 

　

達
也
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
、

就
職
と
同
時
に
３
㌶
を
借
り
受
け
、

自
身
の
名
義
で
営
農
を
開
始
。
兼

業
で
働
き
な
が
ら
休
日
は
農
作
業

に
励
ん
だ
。
耕
作
を
積
極
的
に
受

託
し
、
水
稲
作
付
が
６
㌶
に
達
し

た
頃
に
専
業
に
な
る
決
意
を
固
め

た
。「
農
業
は
楽
し
い
。
収
穫
の

喜
び
は
こ
の
上
な
い
」
と
話
し
、

「
将
来
は
法
人
化
し
、
よ
り
効
率

的
な
農
業
を
目
指
し
た
い
」
と
意

気
込
ん
で
い
る
。

収
入
保
険
で
リ
ス
ク
対
策 

　
浩
基
さ
ん
が
、
収
入
保
険
の
加

入
初
年
に
支
払
い
を
受
け
た
こ
と

か
ら
、
達
也
さ
ん
も
必
要
性
を
感

じ
、
青
色
申
告
３
年
の
実
績
を
経

て
２
５
年
に
収
入
保
険
に
加
入
。

園
芸
施
設
共
済
や
農
機
具
共
済
に

も
加
入
し
、
経
営
安
定
を
図
っ
て

い
る
。 

　

約
70
㌃
の
畑
を
営
む
中
能
登

町
羽
坂
の
長
屋
農
園
は
、
長
屋

弘
智
さ
ん
と
妻
の
純
子
さ
ん
が

定
年
後
に
立
ち
上
げ
た
農
園
だ
。

B
L
O
F
理
論
を
基
盤
に
土
壌

分
析
を
行
い
、
中
熟
堆
肥
と
ア
ミ

ノ
酸
肥
料
を
組
み
合
わ
せ
た
独
自

　
長
年
野
菜
づ
く
り
に
励
む
能
登

町
白
丸
の
山
岸
徳
治
さ
ん
は
、
海

岸
部
に
近
い
丘
陵
地
の
内
浦
地
区

で
、
ハ
ウ
ス
３
棟
と
露
地
計
42
㌃

を
使
い
約
20
品
目
を
栽
培
し
て
い

る
。 

　
地
震
後
、
周
囲
の
農
地
荒
廃
で

イ
ノ
シ
シ
被
害
が
拡
大
し
、
山
芋

な
ど
に
深
刻
な
食
害
が
発
生
。
昨

年
か
ら
電
気
柵
を
設
置
し
、
パ
プ

リ
カ
や
オ
ク
ラ
な
ど
イ
ノ
シ
シ
が

好
ま
な
い
作
物
を
選
定
し
て
営
農

を
続
け
る
。 

　
山
岸
さ
ん
は
「
基
本
的
な
管
理

を
徹
底
し
、
地
域
の
畑
を
長
く
守

り
た
い
」
と
話
す
。 

人気のニンジンも慣行栽
培と同等の価格で販売す
る長屋さん夫妻 

アミノ酸肥料により葉や茎が
厚く育ち、病害虫にも強くな
るという

堆
肥
と
ア
ミ
ノ
酸
肥
料
で
土
づ
く
り  

独
自
の
施
肥
設
計
で
お
い
し
い
野
菜
作
り

獣
害
回
避
し 

野
菜
作
り
を

続
け
た
い

能
登
町  山や

ま

岸ぎ
し　
徳と

く

治じ

さ
ん
（
74
歳
）

の
施
肥
設
計
で
多
品
目
の
野
菜
を

育
て
て
い
る
。 

　

ト
マ
ト
栽
培
で
は
「
水
を
切
る

と
甘
く
な
る
」と
い
わ
れ
る
が
、「
光

合
成
に
は
水
が
必
要
」
と
の
考
え

か
ら
十
分
に
水
を
与
え
、
収
量
を

落
と
さ
ず
に
味
を
高
め
て
い
る
。

栄
養
価
と
食
味
が
評
価  

　
営
農
１
年
目
の
２
０
１
９
年
に

は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
エ
コ
フ
ェ
ス
タ

の
パ
プ
リ
カ
部
門
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
。
審
査
基
準
の
抗
酸
化
力
や

硝
酸
イ
オ
ン
、
糖
度
、
食
味
な
ど

で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
そ
の

後
も
白
ネ
ギ
や
中
玉
ト
マ
ト
で
受

賞
を
重
ね
て
き
た
。

　
出
荷
先
の
中
能
登
町
の
道
の
駅

「
産
直
館
織
姫
市
場
」
の
販
売
ス

タ
ッ
フ
は
、「
長
屋
農
園
の
野
菜

を
目
当
て
に
買
い
物
に
来
る
お
客

さ
ん
も
い
る
。
ニ
ン
ジ
ン
は
生
食

が
特
に
お
い
し
い
」
と
話
す
。
飲

食
店
に
も
出
荷
し
て
お
り
、
西
洋

ネ
ギ
（
リ
ー
キ
）
は
銀
座
の
有
名

レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
も
注
文
が
入

る
。   

仲
間
と
と
も
に
技
術
向
上 

　
純
子
さ
ん
は
教
員
退
職
後
に
営

農
へ
参
加
。
水
管
理
の
失
敗
を
機

に
「
感
覚
だ
け
で
は
だ
め
」
と
感

じ
、
以
降
は
夫
と
共
に
理
論
を
学

び
、
管
理
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
っ
た
。 

　
ま
た
、
弘
智
さ
ん
が
立
ち
上
げ

た「
な
か
の
と
有
機
栽
培
研
究
会
」

で
は
、
県
内
外
か
ら
２
５
人
が
集

ま
り
学
び
合
う
。弘
智
さ
ん
は「
仲

間
と
一
緒
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

中
能
登
町 

長な
が

屋や

農の
う

園え
ん 

長な
が

屋や　
弘ひ

ろ

智と
も

さ
ん
（
69
歳
）
純じ

ゅ
ん

子こ

さ
ん
（
69
歳
）
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金
沢
市
今
町
の
角
村
恵
美
さ
ん
は
、

花
農
家
と
し
て
使
っ
て
い
た
ハ
ウ
ス

を
活
か
し
、
７
年
前
か
ら
多
肉
植
物

の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
葉
ざ

し
で
株
を
増
や
し
、
自
ら
交
配
し
て

新
品
種
づ
く
り
に
も
挑
戦
。
現
在
は

２
棟
３・
８
㌃
の
ハ
ウ
ス
で
１
万
株

以
上
を
管
理
し
て
い
る
。 

　
多
肉
植
物
は
葉
や
茎
、
根
の
内
部

の
柔
組
織
に
水
を
蓄
え
る
植
物
で
、

サ
ボ
テ
ン
の
仲
間
。
栽
培
で
は
水
・

光
・
風
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
だ
。
土

交配して新品種づくりにも挑戦する

「１年中栽培でき、自分の好きなタイミン
グで出荷できるのも利点」と話す角村さん

色とりどりの多肉植物   
寄せ植え教室開き魅力伝える 

金沢市　角
かど

村
むら

　恵
え

美
み

さん（61歳） 

が
乾
い
た
ら
し
っ
か
り
給
水
。
光
が

弱
い
と
徒
長
が
起
こ
る
。
夏
場
は
ハ

ウ
ス
内
が
50
度
近
く
ま
で
上
が
る
た

め
、
扇
風
機
で
風
通
し
を
確
保
す
る
。

冬
は
芯
が
凍
ら
な
け
れ
ば
氷
点
下
で

も
耐
え
、
朝
晩
の
寒
暖
差
が
大
き
い

ほ
ど
赤
や
ピ
ン
ク
に
色
づ
く
。 

　
販
売
は
マ
ル
シ
ェ
の
ほ
か
、
自
宅

で
寄
せ
植
え
教
室
も
開
く
。「
日
本

海
側
は
栽
培
者
が
少
な
い
。
も
っ
と

多
く
の
人
に
多
肉
の
か
わ
い
さ
を
伝

え
た
い
」
と
語
る
。 

樹
上
登
熟
の
パ
プ
リ
カ 

甘
み
と
肉
厚
な
食
感
で
人
気

能
登
町　
大お

お

山や
ま　

直な
お

美み

さ
ん
（
46
歳
）

　
能
登
町
内
浦
町
で
５
棟
13
アール
の
ハ

ウ
ス
を
管
理
す
る
大
山
直
美
さ
ん
は
、

パ
プ
リ
カ
、
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
を

栽
培
し
て
い
る
。
わ
ず
か
な
変
化
で

も
敏
感
に
捉
え
、
育
苗
期
の
灌
水
量

や
温
度
管
理
を
細
か
く
調
整
し
、
徒

長
や
低
温
障
害
を
防
ぐ
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
ハ
ウ
ス
内
温
度
を
遠
隔
監

視
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
精

度
の
高
い
管
理
を
実
現
し
て
い
る
。 

　
収
穫
し
た
野
菜
は
Ｊ
Ａ
の
ほ
か
産

直
サ
イ
ト
や
ふ
る
さ
と
納
税
で
全
国

へ
発
送
し
て
い
る
。
特
に
パ
プ
リ
カ

トマトの苗を丁寧に育てる大山さん

は
関
東
圏
で
人
気
が
高
い
。
樹
上

で
完
熟
さ
せ
て
か
ら
収
穫
す
る
こ

と
で
、
強
い
甘
み
と
肉
厚
の
食
感

を
引
き
出
す
の
が
大
山
さ
ん
の
こ

だ
わ
り
だ
。 

　
「
苦
手
な
子
ど
も
が
私
の
パ
プ

リ
カ
な
ら
食
べ
ら
れ
た
と
言
っ
て

く
れ
た
時
は
本
当
に
う
れ
し
か
っ

た
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。
体
へ
の

負
担
を
抑
え
る
作
業
方
法
を
工
夫

し
な
が
ら
、「
こ
れ
か
ら
も
長
く
、

お
い
し
い
野
菜
を
届
け
た
い
」
と

前
向
き
に
語
る
。

　
金
沢
市
大
場
町
の
農
事
組
合
法

人
「
大
場
坊
主
の
里
」
は
、
集
落

の
農
地
1
0
0
㌶
の
う
ち
約
7

割
を
耕
作
し
、
作
業
の
平
準
化
や

省
力
化
、
地
域
伝
統
の
コ
メ
品
種

の
継
承
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。 

同
法
人
は
組
合
員
約
90
人
か
ら
農

　
金
沢
市
御
所
町
の
山
村
哲
夫
さ

ん
は
、
谷
あ
い
の
田
ん
ぼ
23
㌃
で

粘
り
が
強
く
も
ち
も
ち
食
感
が
魅

力
の
「
加
賀
れ
ん
こ
ん
」
を
栽
培

し
て
い
る
。
冷
た
い
水
で
育
つ
た

め
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感
が
増
す
と
評

判
だ
。
有
機
肥
料
を
使
い
、
品
質

向
上
に
も
余
念
が
な
い
。
伝
統
の

鍬
掘
り
で
泥
付
き
の
ま
ま
出
荷
す

る
こ
だ
わ
り
も
続
け
る
。 

　
近
年
は
イ
ノ
シ
シ
被
害
が
深
刻

で
、
電
気
柵
や
箱
罠
で
対
策
に
あ

た
る
。
農
業
推
進
委
員
と
し
て
農

地
保
全
に
も
尽
力
し
、「
昔
の
ま

ま
の
里
山
を
守
り
た
い
」
と
話
す
。 

エアリーフローラを収穫し
出荷調整をする組合員の皆
さん

スマホで圃場の情報を確認
する役員の市原俊廣さん

水
稲
・
花
き　
複
合
経
営
で
農
地
守
る  

ス
マ
ー
ト
化
で
進
む
大
規
模
営
農 

加
賀
れ
ん
こ
ん 

伝
統
の
鍬
堀
り

収
穫 

金
沢
市  山や

ま

村む
ら　
哲て

つ

夫お

さ
ん
（
73
歳
）

地
を
預
か
り
、
水
稲
68
㌶
と
県
産

ブ
ラ
ン
ド
の
エ
ア
リ
ー
フ
ロ
ー
ラ

約
１
万
本
を
栽
培
す
る
。
常
勤
雇

用
を
置
か
ず
、
組
合
員
が
時
給
制

で
作
業
し
て
い
る
。  

育
苗
ハ
ウ
ス
で
エ
ア
リ
ー
フ
ロ
ー
ラ   

　
エ
ア
リ
ー
フ
ロ
ー
ラ
は
２
０
１
３

年
か
ら
取
り
組
み
、
水
稲
育
苗
ハ

ウ
ス
の
空
き
期
間
を
利
用
し
て
苗

箱
で
栽
培
し
て
い
る
。
２
月
に
開

か
れ
た
県
の
品
評
会
で
は
、
県
知

事
賞
を
受
賞
。
色
づ
き
や
茎
の
長

さ
、
病
害
虫
の
有
無
な
ど
ブ
ラ
ン

ド
を
維
持
す
る
厳
格
な
出
荷
規
格

に
沿
っ
た
品
質
の
高
さ
が
評
価
さ

れ
た
。 

　
作
付
面
積
の
拡
大
が
続
く
水
稲

で
は
、
湛
水
直
播
や
密
苗
栽
培
も

導
入
し
、
資
材
費
削
減
と
作
業
時

間
短
縮
に
つ
な
げ
て
い
る
。
圃
場

管
理
ア
プ
リ
な
ど
ス
マ
ー
ト
農
業

の
導
入
も
進
む
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
圃
場
位
置
や
品
種
、
作
業
の

進
捗
や
資
材
の
在
庫
を
一
元
管
理

で
き
、
作
業
ミ
ス
防
止
に
も
効
果

を
発
揮
。
今
後
は
ド
ロ
ー
ン
活
用

も
視
野
に
入
れ
る
。    

水
稲「
大
場
坊
主
」保
存
と
継
承  

　
ま
た
、
地
域
発
祥
の
伝
統
品
種

「
大
場
坊
主
」
の
継
承
に
も
取
り

組
む
。
２
㌃
の
水
田
で
手
植
え
・

手
刈
り
・
は
ざ
掛
け
、
天
日
干
し

を
行
い
、
収
穫
し
た
約
60
㌔
は
組

合
員
や
地
元
学
童
に
提
供
し
て
い

る
。 

　
鮒ふ

な

岡お
か

真ま

鶴つ
る

代
表
（
67
）
は
「
高

齢
化
が
進
む
中
、
若
い
人
が
関
わ

り
や
す
い
環
境
を
整
え
、
次
世
代

へ
つ
な
い
で
い
き
た
い
」
と
語
る
。 

金
沢
市　
（
農
）
大お

お
場ば

坊ぼ
う

主ず

の
里 

大山さんが野菜を販売する「おおやま
ファーム」の写真共有アプリ「インス
タグラム」のQRコード



　  （羽咋郡市・中能登町地区）　076-239-2455　■能登グループ（七尾市・奥能登地区）　0768-76-2251

お世話になりました【退職】

 

（令和８年３月

日付） 

本田　　

学（家畜診療所）

 

清田　

和之（奥能登支所）

 

本
　　

所

本
　　

所

本
　　

所

奥能登支所

総務課

企画広報課

事業１課

事業２課

家畜診療所

14

掛
金
納
入
は
口
座
振
替
で 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
沿
っ
た

対
策
と
し
て
、
建
物
共
済
掛
金
等

の
納
入
は
口
座
振
替
の
み
の
対
応

と
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
の一部
が 

市
町
か
ら
助
成
さ
れ
ま
す

各
市
町
か
ら
、
令
和
８
年
４
月

か
ら
令
和
９
年
３
月
の
収
入
保
険

加
入
者
へ
、
保
険
料
等
の
一
部
が

助
成
さ
れ
ま
す
。 

※
市
町
ご
と
に
、
助
成
基
準
が

異
な
り
ま
す
。 

〈
実
施
市
町
〉 

加
賀
市
・
小
松
市
・
能
美
市
・

か
ほ
く
市
・
宝
達
志
水
町
・
羽
咋

市
・
穴
水
町
・
輪
島
市
・
珠
洲
市
・

能
登
町 

7 月・8 月は
イノシシ被害防止強化月間 
　イノシシによる農作物被害
は収穫直前に多発します。地
域で協力して「防護柵の点検」

「周辺環境の管理」「捕獲の強
化」に取り組みましょう。 

（石川中央グループ）

山田　

亮太

（南加賀グループ）

髙木　

然

　

業務の効率化を図るとと
もに、これまで以上に農家に出向き、各々の経営・生活実態に即した最適な加入プランを提案し、目標の達成に取り組みます。ご理解とご協力をお願いいたします。 

加入方式 全相殺方式 
被害名 土壌湿潤害・獣害・干害・虫害

支払戸数 31戸
支払共済金 11,232,162円 

支払日 令和8年3月30日 

　　　　　　  共済金を支払いました　　大豆共済 建
物
共
済 

収
入
保
険 



令和６年能登半島地震による共済金の支払い
　　　　　　2,211棟　　　 381,091万円

令和６年奥能登豪雨による共済金の支払い
　　　　　　　  66棟　　　   21,258万円

（令和8年3月末時点）

　
建
物
共
済
の
共
済
金
請
求
に
は

期
限
が
あ
り
ま
す
。
被
害
発
生
時

に
建
物
総
合
共
済
の
加
入
物
件
で
、

被
害
申
告
の
手
続
き
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
早
急
に
組
合
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
、
令

和
６
年
奥
能
登
豪
雨
の
発
災
か
ら

３
年
目
と
な
り
ま
す
。
被
害
発
生

か
ら
時
間
が
経
過
す
る
と
、
損
害

の
状
況
確
認
や
原
因
判
定
が
難
し

く
、
共
済
金
の
お
支
払
い
が
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。 

※
解
体
済
み
な
ど
事
故
の
確
認
が

で
き
な
い
場
合
は
、
共
済
金
の
お

支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
。 

事
故
の
請
求
期
限
に
注
意 

能登半島地震から３年目
請求漏れはありませんか？

羽
咋
市
千
路
町

羽
咋
市
千
路
町

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長  

奥奥お
く
お
く

森森も
り
も
り　　
英英ひ

で
ひ
で

夫夫おお

さ
ん
さ
ん
（（
6363
歳
）
歳
）

ト
キ
が
住
め
る
水
田
に  

　
親
か
ら
水
田
農
業
を
引
き
継
ぎ

18
年
に
な
り
ま
す
。
今
年
は
本
州

初
の
ト
キ
放
鳥
に
向
け
、
ト
キ
の

餌
場
と
な
る
「
江
」
を
設
置
し
ま

し
た
。
田
ん
ぼ
の
冬
季
湛
水
も
す

る
予
定
で
、
ト
キ
の
生
育
環
境
に

配
慮
し
た
農
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。 

　
近
年
、
周
辺
地
域
で
イ
ノ
シ
シ

の
目
撃
情
報
が
あ
り
ま
す
。
電
気

柵
を
設
置
す
る
な
ど
対
策
を
講
じ

て
い
る
甲
斐
も
あ
り
、
安
定
し
て

栽
培
で
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

価
格
変
動
や
頻
発
す
る
自
然
災
害

へ
の
備
え
と
し
て
、
収
入
保
険
に

加
入
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
経
営

を
維
持
し
な
が
ら
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

部
長
と
し
て
農
業
共
済
事
業
の
周

知
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
水
稲・
は
と
麦
約
10
㌶ 

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
は
制
度
の
理
解

者
で
あ
り
地
域
農
家
の
リ
ー
ダ
ー
で

す
。
事
業
推
進
部
の
職
員
は
日
々
の

訪
問
活
動
を
通
し
て
、
信
頼
関
係
を

築
い
て
い
ま
す
。

田植え作業中の奥森ＮＯＳＡＩ部長㊨に話を聞く
能登グループ職員

建物共済


